




















































































要約

 女性のからだは、その性と生殖機能のゆえに男性とは異なる特有の健康課題とヘルス・

ケアの必要性を持っている。従来は社会的な施策において女性の健康は、子どもを産むた

めの「母性」の枠組みの中だけでとらえられてきたが、近年では女性の性と生殖に関わる

健康は「リプロダクティブ・ヘルス」という幅広い概念でとらえられるようになってきた。

 女性が産む産まないを含めた自身の健康について主体者として自己管理・自己決定する

ためにどのような社会環境や施策が必要かを探るためには、女性を「母性」の枠組みでの

みとらえるのではなく、産む・産まない・産めないに拘らず生涯を通じてその性と生殖機

能による影響を受けながら生き、社会生活を営む一個のトータルな存在としてとらえる必

要がある。女性は「産む」存在としてのみ生きているのではなく、日常的に「産まない」

選択をしている存在でもある。多くの女性は、生涯に 0～数回妊娠・出産する以外のほと

んどの人生の時間を「産まない」選択をして過ごすのである。その「産まない」選択の方

法である避妊や中絶、そして最近増えていると言われる「不妊」の問題は、わが国では「女

性の健康問題」だという認識がなされてこなかった。リプロダクティプ・ヘルスを考える

上で、避妊や中絶を健康問題として社会の中に位置づけ、ヘルス・ケアの対象としていく

ことは重要であり、不可欠である。

 今回の研究では、これから妊娠・出産を迎えようとする年代の若い女性を中心に、 どん

なヘルス・ニーズがあるのかを探ろうとした。最近、若い女性の健康状態の悪さが各方面

で話題になっている。それらは激しい月経痛や月経不順、月経前症候群、子宮内膜症や子

宮筋腫など婦人病の増加と若年化またはその徴候、不妊状態、偏った食生活(ダイエット

を含む)、低い骨量、性感染症、VDT 労働や長時間労働による過労、全身の健康状態(肉体

的・精神的)の悪化や不定愁訴などである。

 女性が働き続けながら子どもを産み育て、一人の社会的な存在としての自己実現を目指

すのが当たり前になっているにも拘らず、社会がそれに十分対応できていないことや、根

強く残る女性差別的な環境によってさまざまなひずみが女性の健康状態に影を投げ掛けて

いることが予測できる。これらの個別の健康問題を、一人の女性の中に関連して起こる問

題としてトータルにとらえた調査が必要である。その予備調査として行ったのが今回の研

究である。


